


要約:自治医大における 1987 年 1 月～1989 年 3 月出生の極低出生体重児 40 名に対して、

就学前発達評価を行った。精神では 28%が正常、運動では 55%が正常であった。行動心理

では精神で IQ85 以上の 28 名中、36%に発達性言語障害、18%に視覚視空間認知障害、18%

に多動を認めた。極低出生体重児のなかには精神遅滞ではないが軽度の発達上の問題を有

する症例が多く含まれており、早期よりの発達の支援が必要である。


